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サンドビック株式会社
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個 711注記表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)

1 奇産の評価基準及び評価方法

有価証券
子会社株式及び関IIt会 社株式       移動平均法による原価法
その他有価江券
時価のあるもの            決算期末日の市場価格等に基づ く時価法 併 価差額は全部

鈍奇産直入法によ′)処理 し、売ヤ原価は移動平均法により算定)

時価のないもの            移動平均法による原価法
相卸奇産
商品、製品               彙終仕 λ原価法による原価法

ただし、鉱.L・ 建設土木工事用夫型棧拭 :二 ついては個万1法 による原価法

2 固定奇産の減価信々の方法

有形固定奇産              定率法
ただし、子義28年 4月 1日 以降に私行 したえ物附属設備及び構築物に
ついてはた領法

3 引当金の針上基準
贅倒引当金               売上債権その他 これに準ずる脩推の贅倒れによる損失に備えるため

にオ上 しておりますこ
一般債権               贅倒実鏡率法

貸倒懸念債権等            財務内容評価法

賞与引当全               従業員に対 してえ給する賞与のた出にたてるため、え給危基額
の うち当事業年度に対たする部分を針上 しており上す

=

製品保証引当全             製品幼へ後の係証期間内に発生する補修費用のた出にえてる為、売
上高を基準として豊去の経験率により算定 した額 を計上 しておりま
す

=

追軟始付引当全             従業員のこ職姶付に備える為、当事業年度末におけるこ我始付綺務
および年全奇産の危基領に基づ き当事業年度末において発生 してい

るとi認 められる額 を計上 しておりますこ
また、数理針算上の差異は、その分生時の従業員の平均残存勤務期
間ノス内の一定の年数 (10年 )に よるた額法により里事業年度から
費用処理する事としております :

役員退職慰労引当金           役員のこ載によりえ勢するilL職 全にたてる為、 「役員退職慰労全規
程」に基づ き計上 してお′〕ます.

4そ の位針算書類の作成のための基本となる童姜な事項
消費縫等の会計処理           消費純及び地方消費耗の会計処理は、札技方式によっております 1

(株主奇本等史動計算吉に関する注記 )

1 当事業年度の末日における蒼行済株式鯰数                      普通株式 8,000株

2 剰余金の配当に関する事項
(1)配当全え払額

株式の種類      普通株式
配当金の処額     600百 万円
1株 当たりの配:当 額   75.000円
基準口        今

～
3年 12月 31日

効力蒼生口      合わ 4年  3月 30日

(2)基準日が当期に属する配当の うち、配当の効力芥生 日が翌期 となるもの

今和5年 3月 31日 開催のた時株主集会の議索として、普通株式の配当に関する事J頁 を次のこ う提案 しております.

配当全の鍵額     200百 万円
1株 当た′)の 配当額  25.000円
基準日          争fr 4年 12月 31日

効力芥生日      今
～

5年  3月 30日
なお、配当原奇については、利益剰余全とすることを予定 しております.


